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詩語としてのギリシャ語へのーアプローチ
一印欧語比較詩学からの視点ー*

松川陽平

筆者は 1996年9月から 1997年5月まで米国の Harvard大学に在籍し、その問、

同大学の西洋古典学科の講義の一つに参加する機会があった。ここでは主にそ

の講義の初回において配布されたシラパスと参考文献を提示することを中心に

して、その講義の一端を紹介したいと思う。そして本報告によってギリシャ語

研究にとって有用な一つの視点が紹介できれば幸いである。

2. 

筆者が参加したのは Ca1vertWatkins教授による "Approachesto Classica1 and 

Indo-European Poetics"というタイトルの講義である。 C.Watkins教授は現在、

Harvard大学の言語学科と西洋古典学科の教授を兼務され、西洋古典学科では上

述の講義と隔年で"Thelanguage of Homer"や唱reeceand Anatolia"という題目

の講義も開講しておられる。近年はこのようにギリシャ語を中心に講義されて

いるが、以前は古ラテン語の講義も担当されていたと聞く。ところで、C.Watkins 

教授の研究方法は伝統的な印欧語比較言語学の分析方法と視点に基づくもので、

これまで印欧語全般、ギリシャ語、ラテン語、ケルト語、アナトリア諸語など

について深く幅広く研究されてきた。更に、その研究の対象は言語学にとどま

らず、印欧語における詩学 (poetics)にも向けられ、これまでにも多数の論考を

発表しておられる。そして現在までの印欧語における詩学研究を、ひとたびま

とめて出版されたのが "How、toKill a Dragon: Aspect of Indo-European Poetics 

(1995: Oxford UP)"である。なお、本報告に挙げているシラパスの内容と、この

著書の内容はほぼ一致している。
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3. 

3.1. 

周知のとおり、現存する各印欧諸語の比較的古い作品・資料はギリシャのホ

メーロスや古代インドのヴェーダなどにみられるように詩的な言語で書き記さ

れている場合が少なくない。そのような詩的な言語作品に対して、印欧語比較

詩学 (ComparativeIndo-European Poetics)からのアブローチにより分析・研究がな

される。そして以下のシラパスを概観するとわかるように、この講義では期間

の前半においてその方法論の説明や詩語としての印欧語の概説など基本的な内

容が示され、後半においてギリシャ語を含めた印欧語の各言語におけるいくつ

かの具体的なケース・スタディが示される。これらのうち本報告では講義期間

中の前半に示された「研究目的・方法論j と「文化の歴史と言語の再構成」を

ごく簡単にではあるが紹介してみたいと，思う。

3.2. 

「研究目的・方法論」を概観するために、先ず最初に下の図1.と図 2.に注目

してみたい。
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図 2.

図1.では、体系的な類似性が認められる(詩的ではない)ある言語Aと(詩

的ではない)ある言語 Bと、それらの共通祖語である(詩的ではない)言語 O

が示されている。歴史・比較言語学の研究目的は言語Aと言語Bを音韻対応な

どによって代表される比較方法を用いて言語 Oの文法や語集目録を再構して記

述することであるという。そして、それ以上に重要な研究目的は、逆に、共通

祖語 Oから言語 Aと言語Bのそれぞれにどのような言語的な歴史を経てたどり

着いたのかを明らかにすることであるという。

図2.では、図1.で導入された言語 0、言語 A、言語Bに加えて、体系的な類

似性が認められるある詩的な言語 A' とある詩的な言語 B' と、それらの共通祖

語である詩的な言語 0'が示されている。このモデルにおける研究目的は基本的

には音韻対応などにおいて象徴される伝統的な比較方法に基づいて、
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"fonnulaics"、"metrics"、"stylistics"の観点から詩語 A・と詩語 B' を比較しながら

詩語0'の詩語としての文法 (poeticgrammar) と詩語としてのレパートリー

(poetic repe口ory)を再構し記述することであるという。そして、逆に、共通詩的

祖語 0・から詩語 A' と詩語 B'のそれぞれにどのような詩的言語的な歴史を経

過してたどり着いたのかを明らかにする通時的研究に加えて、それぞれ、言語O

と詩語。の関係、言語 Aと詩語 A' の関係、言語 Bと詩語 B'の関係を明らか

にする共時的研究もその研究目的に含まれるという。つまり、この図 2.で表さ

れたモデルが印欧語比較詩学の研究領域である。

3.3. 

ここでは「文化の歴史と言語の再構成Jの講義内容の一部を紹介することに

より、 3.2.において触れた研究内容をより具体的に報告したいと思う。

言うまでもなく言語は社会や文化を理解する上で一つの有効な観点となり得る。

そして詩語も言語である以上、社会や文化を理解しようとする場合の一つの有

効な言語形態であり得る。例えば"定式 (fonnula)"はあるテキストの主題

(theme)の媒体となる可能性があり、ある文化の中心部分をも占める可能性があ

るという。具体的には、ギリシャ語の叙事詩や叙情詩にもみられるようである

が、リグ・ヴェーダにahannahim 'he/you slew the serpent'というフレーズが存在

する。この定式はギリシャやインドの他に古期・中期のイラン語、ヒッタイト

語、ケルト語、ゲルマン語、アルメニア語にも現れるそうである。更に、この

定式のなかで "slay"の意味にあたる動詞として、語源的に印欧語の *gWhen-

'strike， kill' (ギリシヤ語で問。ト/<1>0ν・、ヴェーダ語で h組・、アヴエスタ語でjan-、

ヒッタイト語で kuen-、古期アイルランド語で gon-、英語で baneでそれぞれ具現

される)がこれらの言語において共通して用いられているそうである。そのため、

この定式によって「英雄 (he/you)が敵(問中ent)を打ち破る (slaY)J という物語

が印欧語族全体に広くゆきわたっていたことがまず理解できる。そしてこの定

式は印欧語におけるあるブロト・テキスト (proto-text)の主題の媒体であり、印

欧語族の文化の中心部分を占めていたと考えられるという。

ここで紹介したアプローチは講義内容のほんの一部分でしかないが、講義期

間を通じて "fonnulaics"、"metrics"、"stylistics"の分野において非常に興味深い分

析と考察が比較方法を駆使してなされる。
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4. 

このセクションでは、講義の初回に配布されたシラパスと参考文献を挙げる。

そして、これらの参考文献のなかで必読の基本図書は 2.で紹介した C.Watkins 

教授の著書である。なお配布された参考文献の中には、出典不明の文献が二本

あり、それらは残念ながら今回の以下のリストには掲載されていないことをこ

こで断っておきたい。そして参考文献の順番等、授業中配布された参考文献に

対して便宜的に若干の変更を加えていることも断っておく。

APPROACHES TO CLASSICAL AND INDO-EUROPEAN POETICS 

Syllabus 

1. Introduction. The comparative method in linguistics and poetics. 

Synchrony and diachrony， genetic and typological comparison. 

2. Culture history and linguistic reconstruction. Sketch for a history of Indo-European 

poetics. 

3. Two proems: Pindar， Nem. 2.1-5; Hesiod， Works and Days ・10

4. Poetics as repertory.百lepoetic traditions of the Indo-European world: sources， 

texts， genres. 

5. Poetics as grammar. Typology of poetic devices， and some rules of poetic grammar. 

6. Obscure styles: anagrams and hypograms. 

7. Word order， syntactic constituency， and the organization of the metrica1 line: 

examples from Pindar. 

The Indo-European poet: his socia1 and economic function， his training， and his art. 

Theda問山ti: India 
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8. The diinastuti: Ireland and the Germanic world. The diinastuti: Pindar, Isthmian 2. 

9. Some case studies. Greece and the art of the word. The language and poetry of the 

Trojans. 

10. Vedic India and the art of the word. Vedic India and the power of the word. 

11. Ireland and the art of the syllable. Latin, Umbrian, and Old Iranian liturgy and 

prayer. 

12. How to kill a dragon in Indo-European. Diachronic semantics of formula and theme 

in Indo-Iranian, Hittite, Greek, and Germanic. 

From myth to epic. Variation and expansion of the formula: further topics in Greece. 

13. From myth to charm. The Indo-European poet as healer. Retrospective. The Poet's 

Truth: power, particularity, and perseveration of the word. 
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